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宇都宮市議会自由民主党議員会では、より多くの市民の皆様の声を市政に反映さ

せるために、積極的に取り組んでいます。

この「夢・うつのみや」に掲載いたしました記事へのご意見・ご感想をはじめ、

皆様方の声をぜひお聞かせ下さい。

市民に開かれた市議会を目指し、引き続き頑張って参ります。

歳　入歳　出

歳　入

諸収入その他
自主財源
7.7％

国・県
支出金
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地方消費税交付金
2.9％

地方特例交付金
0.6％

市税
54.3％
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1.7％

自主財源 71.3％
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分担金・負担金
1.5％

市債
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地方交付金
1.3％

繰入金
4.9％

歳　出
（性質別）

人件費
20.0％

義務的
経費
47.1％ 扶助費

17.1％
投資的経費
15.1％

普通建設事業費
14.8％

その他
の経費
37.8％

物件費
13.5％

補助費等
8.8％

貸付金
6.2％

繰出金
6.6％

県営事業負担金
0.2％
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0.1％

積立金・出資金等
1.0％

公債費
10.0％

維持補修費
1.7％

その他
0.4％

議会費
0.6％

総務費
11.1％

民生費
28.2％

衛生費
9.2％

商工費
6.1％

土木費
18.0％

消防費
3.0％

教育費
11.6％

公債費
10.0％

歳　出
（目的別）

労働費
0.1％

農林水産事業費
1.7％

みんなが幸せに暮らせるまちを目指して

■救急医療体制の確保� 1億�3,997万円
■妊産婦医療費助成の拡充� 1億�4,846万円
■妊婦健康診査の拡充� 3億�3,664万円
■不妊治療費助成の充実� �7,530万円
■子育て情報の総合的な提供� �273万円
■高齢者外出支援事業の充実� �5,768万円
■障がい者日中一時支援事業の実施� 1億�2,555万円
� � など

市内経済や市民生活を守るために

【金融政策】

◎中小企業融資制度の拡充　◎信用保証料助成

【雇用対策】

◎雇用助成制度　◎職業訓練

【地域経済活性化対策】

◎中心市街地の活性化　◎公共事業の確保

� � など

効率的・効果的な行政運営への取り組み

◎税収等確保対策の強化

◎指定管理者制度の導入

◎民間委託の推進

◎新たな行政改革大綱の策定

� � など

持続的に発展できるまちを目指して

■小中学校整備事業� 43億�4,803万円
■第３図書館の建設� 11億�4,512万円
■宮っこステーション事業の推進� 4億�256万円
■外国語学習の充実� �9,139万円
■次世代モビリティ産業集積の促進� �1,140万円
■「もったいないうつのみや」の推進� �1,038万円
■農産物ブランド化の推進� �2,207万円�
� � など

みんなに選ばれるまちを目指して

■市街地再開発事業の推進� 20億�2,159万円

■JR宇都宮駅東口地区の整備� 5億�1,777万円

■JR雀宮駅周辺地区の整備� 23億�2,514万円

■宇都宮ブランドの確立� �8,967万円

■岡本駅西土地区画整理事業の推進�11億�4,773万円

■中里原土地区画整理事業の推進�1億�9,637万円�

� � など

　
宇
都
宮
市
議
会
は
三
月
定
例
会
最
終
日
の
三
月
二
十
四
日
、
平
成
二
十
一
年
度

予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
自
由
民
主
党
議
員
会
で
は
、
重
点
要
望
と
具
体
的
要
望
を
示
し
、
来
年
度
予
算

に
反
映
さ
せ
る
よ
う
市
執
行
部
に
要
望
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
施
策
を
中
心
に
当
会
の

要
望
を
市
の
来
年
度
予
算
に
数
多
く
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
市
民
生
活
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
引
き
続
き

市
民
の
声
を
市
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。



講
師�

株
式
会
社
ズ
ノ
ー
代
表
取
締
役

�

放
送
作
家
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　

高

瀬

真

尚

氏

一部1面と重複しています。

【市内経済や市民生活を守るために】
【金融政策】
◎中小企業融資制度の拡充

　融資枠163億円（対前年度38億円増）

・「緊急景気対策特別資金」

融資限度額：3,000万円以内、融資期間：

７年以内、融資利率：1.6％など

・「まちづくり貢献企業支援資金」の創設

融資限度額：2,000万円以内、融資期間：

10年以内、融資利率：1.5％

◎信用保証料助成

融資額1,000万円以内の信用保証料を全額

助成

【雇用対策】
◎雇用助成制度

・常用雇用助成金

・試行雇用助成金

◎職業訓練

・夜間の職業訓練の実施

【地域経済活性化対策】
◎中心市街地の活性化

・中心商業地出店等促進事業補助金の拡充

・オリオン及びバンバ市民広場使用料の

引き下げ

・市営自転車駐車場の無料時間を拡大（２

時間から４時間へ）

◎公共事業の確保

・一般会計256億円余（対前年度33億円増）

・特別会計102億円余（対前年度18億円増）など

【みんなが幸せに暮らせるまちを目指して】
■救急医療体制の確保� 1億3,997万円

輪番制病院と救急告示医療機関の連携強化など

■妊産婦医療費助成の拡充�1億4,846万円

助成対象期間を１ヶ月延長

■妊婦健康診査の拡充� 3億3,664万円

妊婦健康診査の助成を、現行の12回から14回に拡充

■不妊治療費助成の充実� 7,530万円

助成対象に人工受精を追加

■子育て情報の総合的な提供� 273万円

ホームページやメールマガジンなどによる

総合的な情報を提供

■高齢者外出支援事業の充実　5,768万円

70歳以上へのバスカードなどの購入費助成

■障がい者日中一時支援事業の実施

� 1億2,555万円

知的障がい児の対象を中学生へ拡大

【みんなに選ばれるまちを目指して】
■市街地再開発事業の推進�20億2,159万円

馬場通り西地区、宇都宮駅西口第４Ｂ地区など

■JR宇都宮駅東口地区の整備�5億1,777万円

■JR雀宮駅周辺地区の整備�23億2,514万円

駅東口広場整備、西口駅前広場周辺整備など

■宇都宮ブランドの確立� 8,967万円

ブランド戦略推進組織の運営、宇都宮の魅

力に関する情報発信など

■岡本駅西土地区画整理事業の推進

� 11億4,773万円

■中里原土地区画整理事業の推進

� 1億9,637万円

【持続的に発展できるまちを目指して】
■小中学校整備事業� 43億4,803万円

学校施設の耐震化、校舎の大規模改造など

■第３図書館の建設� 11億4,512万円

雀宮駅東地区での建設工事、図書購入など

■宮っこステーション事業の推進

� 4億256万円

学校施設を活用した「放課後子ども教室事

業」を６校から16校に拡大

■外国語学習の充実� 9,139万円

小学校における外国語指導助手による授業

の拡充

■次世代モビリティ産業集積の促進

� 1,140万円

ロボット教材を活用した人材育成事業の推進

（WROロボコン大会の開催）

■「もったいないうつのみや」の推進

� 1,038万円

市民活動組織への支援やもったいないフェ

アの開催など

■農産物ブランド化の推進� 2,207万円

農産物の高品質化、ブランド化を推進

【効率的・効果的な行政運営への取り組み】
◎税収等確保対策の強化

・コンビニエンス・ストアにおける納付

機会の拡大準備

税目追加（個人市民税、固定資産税、都市

計画税、国民健康保険税）

・法人市民税の電子申告の導入準備

・滞納者への電話催告の強化

電話催告の民間委託の実施

◎指定管理者制度の導入

・飛山城史跡公園に指定管理者制度を導入

・市営駐車場の管理（指定管理者）に「利

用料金制度」を導入

◎民間委託の推進

・学校給食調理業務（小中学校　63校か

ら70校へ）

・川田、下河原水再生センター維持管理

業務（包括的委託）

◎新たな行政改革大綱の策定

　
平
成
21
年
２
月
９
日
（
月
）
、

東
京
ガ
ス
が
提
案
す
る
「S

U
M
I

K
A
 
P
r
o
j
e
c
t

」
を
、
会
派
14
名

で
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
宇
都
宮
市
内
の

社
有
地
に
、
自
然
環
境
に
配
慮

し
た
人
間
の
感
性
に
基
づ
く
プ

リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
感
覚
を
呼
び
覚

ま
す
よ
う
な
、
「
五
感
を
楽
し

む
生
活
」
を
実
現
す
る

た
め
、４
名
の
建
築
家（
西

沢
大
良
、
藤
本
荘
介
、
伊

東
豊
雄
、
藤
森
照
信
）
が

提
案
す
る
ガ
ス
に
よ
る

新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
住

宅
お
よ
び
パ
ビ
リ
オ
ン

を
建
設
し
た
も
の
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
住
宅
は
、

個
性
豊
か
に
あ
ふ
れ
て
い
て
、

現
代
の
住
宅
に
と
っ
て
、
い
つ

の
ま
に
か
欠
け
て
き
て
い
る
自

然
環
境
と
の
共
生
、
さ
ら
に
人

間
の
感
性
を
目
覚
め
さ
せ
、
動

物
的
な
本
能
を
蘇
ら
せ
る
よ
う

な
世
界
を
、
暮
ら
し
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
の
中
に
感
じ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
見
学
後
に
、
自
然
環
境
と
住

ま
い
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、

担
当
者
を
加
え
様
々
な
議
論
を

行
い
ま
し
た
。
も
っ
た
い
な
い

運
動
を
推
進
し
て
い
る
本
市
と

し
て
も
、
環
境
に
配
慮
し
た
住

ま
い
に
つ
い
て
も
、
研
究
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。

宇都宮市内の東京ガス社有地に建てられた
「SUMIKA Project」のパビリオンを視察

　
平
成
21
年
２
月
20
日（
金
）に
、

宇
都
宮
市
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
に

つ
い
て
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

①
メ
デ
ィ
ア
の
現
状

　
テ
レ
ビ
の
時
代
か
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
モ
バ
イ
ル
乱
立
の
モ

ア
メ
デ
ィ
ア
時
代
に
移
行
し
た

こ
と
に
よ
り
、
総
務
省
報
告
に

よ
れ
ば
、
情
報
流
通
量
は
２
０

０
０
年
を
境
に
激
増
し
始
め
、

５
年
後
に
は
80
倍
に
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
が
更
に
増
え
続
け
て

い
る
。

②
メ
デ
ィ
ア
の
今
後
の
見
通
し

　
今
ま
で
は
テ
レ
ビ
広
告
に
よ

り
消
費
者
は
購
買
を
決
定
し
て

い
た
が
、
最
近
で
は
ネ
ッ
ト
で

検
索
し
て
か
ら
購
買
し
、
そ
し

て
口
コ
ミ
に
よ
り
情
報
を
共
有

し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
流
れ

に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
広
告
（
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
に
画

像
を
写
す
）
が
今
後
成
長
し
て

い
く
。

③
企
業
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や

世
界
の
不
況
の
煽
り
を
う
け
、

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
が
縮
小
し
て
い
る
。

新
聞
購
読
者
が
減
少
し
、
フ
リ

ー
雑
誌
が
台
頭
し
て
き
て
い
る
。

企
業
は
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
に
多
大

の
経
費
を
投
入
し
て
い
た
が
、

多
様
性
を
持
っ
た
メ
デ
ィ
ア
戦

略
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

④
宇
都
宮
市
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略

　
今
ま
で
は
個
別
の
資
源
（
餃

―
３
ペ
ー
ジ
へ



　
平
成
21
年
３
月
４
日
（
水
）

に
、
宇
都
宮
氏
が
誕
生
し
て
か

ら
滅
亡
す
る
ま
で
の
22
代
の
歴

史
に
つ
い
て
、
勉
強
会
を
行
い

ま
し
た
。

　
藤
原
北
家
道
兼
の
宇
都
宮
氏

は
、
伊
予
、
美
濃
、
越
後
等
の

守
護
職
を
歴
任
し
た
名
門
大
豪

族
で
、
一
門
は
東
北
地
方
か
ら

九
州
ま
で
広
く
繁
隆
し
た
。

　
こ
と
に
鎌
倉
時
代
は
現
代
の

大
臣
に
相
当
す
る
評
定
衆
、
引

付
衆
を
歴
代
に
わ
た
っ
て
務
め
、

常
に
政
権
の
中
枢
に
位
置
し
続

け
た
。

　
ま
た
文
化
レ
ベ
ル
も
極
め
て

高
く
、
こ
と
に
歌
道
に
秀
で
、

宇
都
宮
一
族
は
世
人
か
ら
宇
都

宮
歌
壇
と
称
さ
れ
、
小
倉
百
人

一
首
も
そ
の
産
物
で
あ
っ
た
。

　
く
わ
え
て
、
宇
都
宮
氏
は
宇

都
宮
大
明
神
（
現
二
荒
山
神
社
）

社
務
職
を
相
伝
す
る
神
官
で
あ

っ
た
が
、
武
士
団
と
し
て
の
強

さ
も
抜
群
で
、
元
冦
の
折
り
に

は
、
八
代
貞
綱
が
若
冠
16
歳
で

援
軍
の
総
大
将
と
な
り
、
六
万

騎
を
率
い
て
九
州
へ
出
陣
。
四

天
王
寺
の
戦
い
で
は
、
名
将
楠

木
正
成
を
し
て
「
宇
都
宮
八
坂

東
一
ノ
弓
矢
取
也
」
と
う
な
ら

せ
て
い
る
。

　
我
々
は
こ
う
し
た
文
武
両
道

の
名
族
が
宇
都
宮
を
中
心
に
五

百
五
十
余
年
に
わ
た
っ
て
栄
え

て
き
た
歴
史
を
、
も
っ
と
市
民

に
理
解
し
て
も
ら
う
べ
く
研
讃

努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
宇
都
宮
氏
を
勉
強
す
る
中
で
、

歴
史
認
識
を
持
つ
こ
と
へ
の
重

要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
歴
史
は
、

地
名
や
旧
跡
な
ど
身
近
な
場
所

に
残
っ
て
お
り
、
郷
土
愛
を
育

む
た
め
に
も
重
要
な
も
の
で
あ

り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
施
策
に

反
映
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
再

認
識
し
ま
し
た
。

子
・
ジ
ャ
ズ
・
カ
ク
テ
ル
・
自

転
車
等
）
が
バ
ラ
バ
ラ
で
Ｐ
Ｒ

し
て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
個

別
の
資
源
間
で
相
乗
効
果
を
出

す
よ
う
な
特
徴
付
け
を
行
い
、

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
の
活
動
の

中
で
そ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
の
定

着
付
け
を
図
っ
て
行
く
こ
と
が

重
要
に
な
る
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
「
都
市
ブ

ラ
ン
ド
」
と
「
個
別
の
資
源
」

ご
と
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
イ
メ
ー
ジ

を
確
立
（
カ
ラ
ー
・
ロ
ゴ
・
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
策
定
な
ど
）
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
・
イ
ベ
ン
ト
ツ
ー
ル
な
ど
）

の
一
貫
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
確
立

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
例
え
ば
、
「
う
の
街
宇
都
宮
」

と
い
う
よ
う
な
統
一
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
開
発
す
る
こ
と
も
１
つ
の

方
法
で
あ
る
。
「
う
ま
い
・
う

け
る
・
う
つ
く
し
い
・
う
れ
し

い
・
う
き
う
き
・
う
る
う
る
」

と
い
う
言
葉
の
先
頭
の
「
う
」

を
統
一
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
全

国
に
発
信
す
る
。

　
講
演
後
、
メ
デ
ィ
ア
問
題
に

つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
、
メ

デ
ィ
ア
環
境
は
、
時
代
と
共
に

変
化
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
時

代
に
対
応
し
た
戦
略
を
行
わ
な

い
と
良
い
効
果
が
得
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

今
後
、
会
派
と
し
て
も
、
時
代

に
即
し
た
提
言
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

講
師
　
う
つ
の
み
や
市
政
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
　

古

池

弘

隆

氏

講
師
　
歴
史
小
説
家
　

島

　

遼

伍

氏

ほ
っ
け
み
ち
か
ね

し
ゃ
む
し
ょ
く

　
平
成
21
年
２
月
26
日
（
木
）

に
、
自
転
車
を
ま
ち
づ
く
り
の

主
役
に
考
え
た
交
通
政
策
に
つ

い
て
、
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

海
外
の
事
例
と
し
て
、
末
端
交

通
と
し
て
の
自
転
車
を
見
直
す

中
で
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
導

入
や
自
転
車
走
行
空
間
の
整
備
、

バ
ス
レ
ー
ン
の
拡
幅
な
ど
を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
地
下
鉄
や
郊
外
鉄
道
に

加
え
て
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
新
設
や
延
伸

計
画
が
す
す
ん
で
い
る
よ
う
で

あ
り
ま
す
。
現
在
、
自
転
車
事

故
が
増
加
し
て
い
る
状
況
の
中
、

安
心
・
安
全
な
交
通
環
境
へ
の

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
が
あ
り
、
歩

行
者
・
自
転
車
の
た
め
の
道
路

整
備
の
必
要
性
を
指
摘
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
本
市
は
、
国
土
交

通
省
の
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ

れ
、
２
月
か
ら
国
道
４
号
線
に

お
い
て
自
転
車
と
歩
行
者
の
通

行
分
離
を
し
た
社
会
実
験
が
始

ま
り
ま
し
た
。
現
在
、
自
転
車

利
用
・
活
用
基
本
計
画
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

「
サ
イ
ク
ル
シ
テ
ィ
宇
都
宮
」

の
実
現
に
向
け

て
、
自
転
車
利

用
に
対
す
る
気

運
を
高
め
て
い

き
た
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
会
派
と
し
て

も
、
サ
イ
ク
ル

シ
テ
ィ
宇
都
宮

に
向
け
、
今
後

積
極
的
な
取
り

組
み
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま

　自由民主党議員会は、政策形成のため、

下記の政策についての提案を募集してい

ます。

将来ビジョン研究会のテーマ

★シティセールス研究部会
①子どもから高齢者まで健康で快適に生き生きと

暮らせる社会環境づくり

②既存社会資本の有効活用、まちの魅力づくり

★バイオマスエネルギー利活用研究部会
①バイオマスタウンの構築（家畜排泄物、生ごみ、木

くず、廃食用油等の資源化・利活用サイクルの構築）

②バイオマスエネルギー利活用研究を通した循環

型社会の構築

★地域産業の基盤と競争力強化研究部会
①情報通信基盤の整備による市民生活の利便性の

向上

②産業面での知的生産性の向上

③地域産業としての商・工・農林業の基盤や競争

力の強化

★コンパクトシティ研究部会
①都市的機能と自然環境が調和する土地利用

②都市拠点、産業・観光拠点、地域拠点や生活拠点の

有効活用や拠点化の促進（雀宮駅周辺地域整備等）

③情報基盤の充実や地域の情報ネットワークの形成

④総合的交通体系の充実整備（幹線道路、地域内交

通、ＬＲＴ等公共交通ネットワークの整備）

★風格あるまちづくり研究部会
①宇都宮駅東口地区整備

②市街地再開発事業の促進

③関東圏や東北圏の主要都市との広域連携のため高

速道路等の幹線道路整備充実（スマートＩＣの整備、

鬼怒川テクノ通り等の地域高規格道路の整備）

④市民の郷土への愛着や誇りを培う都市の文化を

備えている成熟したまちづくり

ブランド戦略について

①宇都宮を知ってもらう方法

②宇都宮を好きになってもらう方法

③宇都宮ブランドを定着させる方法



　北朝鮮が国連決議等に反して２回目の核実験を強行したこ

とは、我が国を含む地域の平和と安全を脅かし、「平和宣言

都市・宇都宮」の市民の思いを踏みにじる暴挙です。

　本市議会として強く抗議の意思を表明するとともに、北朝

鮮に対して断固たる行動をとるよう、政府に強く要望するた

め、「北朝鮮の核実験に抗議する決議」を可決しました。

　基地所在に伴う特殊な財政需要の増大等により、基地関係

市町村の行財政運営は大変厳しい状況にあります。基地対策

予算の増額等について、国に強く要望するため、基地交付金

の対象資産の拡大や特定防衛施設周辺整備調整交付金の増額

などを求める「基地対策予算の増額等を求める意見書」を可

決しました。

　地上デジタル放送を視聴するためには、テレビ・チューナ

ーの購入や共聴施設の新設・改修等が必要であり、住民の負

担は大きいものとなっています。

　地上デジタル放送への円滑な移行に向け、アナログ放送と

同様の放送エリアの確保や難視聴対策に関する支援や補助制

度の新設・拡充、受信機器購入経費に対する支援拡大、アナ

ログテレビのリサイクル活用方策などを、国に強く要望する

ため、「地上デジタル放送への円滑な移行に向けた積極的な

支援を求める意見書」を可決しました。


